
  

十勝定住自立圏の進捗と共生ビジョン懇談会における議論の視点  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

１ 現共生ビジョンの年度改訂（事務局提案）に関する意見交換 

【進め方】 

●事務局から現共生ビジョンの改訂部分について説明を行った後、質疑及び

意見交換を行います。 

【議論の視点】 

・平成 30年度改訂版（原案）のうち、事務局提案部分の確認 

【留意点】 

※これまでいただいたご意見についての議論は、「２ 懇談会委員の意見に

関する協議」で行います。 

※10月中に改訂するため、改訂に関する意見交換は今回のみとなります。 

 

２ 懇談会委員の意見に関する協議 

【進め方】 

●各作業部会から資料 3、4を説明後、委員の皆様からご意見、ご提案をい

ただきます。 

●意見交換は全体を以下の 4つに分けて順に行います。 

①医療・福祉、教育        ②産業振興・地産地消 

③環境、防災、交通・移住、人材  ④その他（全体を通して） 

 ※前回までにいただいたご意見に加え、今回新たなご意見もいただくものと

します。 

【議論の視点】 

これまでの取組経過を踏まえ、地域課題の解決や地域の更なる発展に向け

て、十勝の市町村がより「連携」を深めていく必要があると考えられる取り

組みはないか。 

⇒中心市と各町村との連携という観点を踏まえ、専門的立場から具体的な

ご意見、ご提案（目的や効果、実施手法など）をお願いします。 

【留意点】 

※今回はご意見を中心としますが、事実関係の確認等が必要な場合、ご質

問をいただいて結構です。 

※ご意見の趣旨や、具体的なイメージなどについて、座長または事務局か

ら確認させていただく場合があります。 

※いただいたご意見は、次期ビジョンの策定に向けて検討しますので、原

則、今回の場での回答は予定しておりません。必要に応じて、事実関係

や現状等について補足させていただきますので、ご了承ください。 

H22.12.15 

中心市宣言（帯広市） 

約 1年間の調査・研究を経て、19市町村で定住自

立圏形成を目指すことで合意し、市が宣言 

H23.7.7 

十勝定住自立圏形成 

◆◆  ここれれままででのの進進捗捗とと今今後後のの予予定定  

19項目で連携・協力することで合意し、議会の議

決を経て、帯広市と 18町村が定住自立圏形成協定

を締結（その後、ビジョン原原案作成） 

H23.9.30 

共生ビジョン策定 

ビジョン懇談会等での意見を踏まえ、市町村間での

最終調整を経て、共生ビジョンを策定 

前年度の実績、今後の取組予定、懇談会意見等の検

討状況を集約の上、毎年度ビジョンを改訂 

H30.8.23 

第 1回ビジョン懇談会 

 

平成 28年度以降の取組の基礎となる、新たな共生

ビジョンを策定 

9月末（H24～H27） 

共生ビジョン改訂 

協定項目取組状況、懇談会意見検討状況の報

告・質疑、取組についての意見交換 

次期ビジョン策定についての説明 

■■  今今回回のの懇懇談談会会ににおおけけるる議議論論のの視視点点・・進進めめ方方  

H28.3 

第 2期ビジョン策定 

 今回 

H30.10.18 

第 2回ビジョン懇談会 

H30.10月末 

共生ビジョン改訂 

H28.10 H29.3 H29.10 

共生ビジョン改訂 

毎年度の改訂のほか、ビジョンの進捗管理のため、

取組項目ごとに基本目標兼成果指標を設定 

現共生ビジョンの年度改訂版（10月末改訂）と、 

懇談会委員の意見に関する協議 

H31年度中 

ビジョン懇談会（数回） 

ビジョン懇談会を数回開催し、次期ビジョンの策定

に向けた意見交換 

次期ビジョンに係る意見聴取 

現ビジョンの年度改訂版 

資料－1 


